
１
　
委
員
会
の
審
議
経
過

◎
内
閣
委
員
会

回
　
数

年
　
月
　
日

　
　
（
曜
日
）

議
　
　
　
　
事
　
　
　
　
内
　
　
　
　
容

1

平
成
５
年
1
0
月
2
8
日

（
木
）

国
家
行
政
組
織
及
び
国
家
公
務
員
制
度
等
に
関
す
る
調
査
並
び
に
国
の
防
衛
に
関
す
る
調
査
を
行
う
こ
と
を
決
定

し
た
。

行
政
手
続
法
案
（
閣
法
第
七
号
）
　
（
衆
議
院
送
付
）

行
政
手
続
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
八
号
）
　
（
衆
議
院
送
付
）

　
右
両
案
に
つ
い
て
石
田
総
務
庁
長
官
か
ら
趣
旨
説
明
を
聴
い
た
。

　
ま
た
、
両
案
に
つ
い
て
参
考
人
の
出
席
を
求
め
る
こ
と
を
決
定
し
た
。

２

平
成
５
年
1
1
月
２
日

（
火
）

行
政
手
続
法
案
（
閣
法
第
七
号
）
　
（
衆
議
院
送
付
）

行
政
手
続
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
八
号
）
　
（
衆
議
院
送
付
）

　
右
両
案
に
つ
い
て
武
村
内
閣
官
房
長
官
、
石
田
総
務
庁
長
官
、
中
西
防
衛
庁
長
官
、
政
府
委
員
、
大
蔵
省
、
警

　
察
庁
、
環
境
庁
、
国
土
庁
、
文
部
省
、
厚
生
省
、
農
林
水
産
省
、
通
商
産
業
省
、
運
輸
省
及
び
国
税
庁
当
局
に

　
対
し
質
疑
を
行
っ
た
。

３

平
成
５
年
1
1
月
４
日

（
木
）

行
政
手
続
法
案
（
閣
法
第
七
号
）
　
（
衆
議
院
送
付
）

行
政
手
続
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
八
号
）
　
（
衆
議
院
送
付
）

　
右
両
案
に
つ
い
て
参
考
人
成
蹊
大
学
教
授
塩
野
宏
君
、
中
央
大
学
名
誉
教
授
橋
本
公
亘
君
、
日
本
行
政
書
士
会



　
連
合
会
副
会
長
塩
野
征
四
郎
君
か
ら
意
見
を
聴
き
、
各
参
考
人
に
対
し
質
疑
を
行
い
、
石
田
総
務
庁
長
官
、
建

　
設
省
、
文
部
省
、
国
税
庁
及
び
郵
政
省
当
局
に
対
し
質
疑
を
行
っ
た
後
、
い
ず
れ
も
可
決
し
た
。

一
般
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一
〇
号
）
　
（
衆
議
院
送
付
）

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一
一
号
）
　
（
衆
議
院
送
付
）

　
右
両
案
に
つ
い
て
石
田
総
務
庁
長
官
か
ら
趣
旨
説
明
を
聴
き
、

防
衛
庁
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一
二
号
）
　
（
衆
議
院
送
付
）
に

つ
い
て
中
西
防
衛
庁
長
官
か
ら
趣
旨
説
明
を
聴
き
、

一
般
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一
〇
号
）
　
（
衆
議
院
送
付
）

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一
一
号
）
　
（
衆
議
院
送
付
）

防
衛
庁
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
閣
法
第
一
二
号
）
　
（
衆
議
院
送
付
）

　
右
三
案
に
つ
い
て
石
田
総
務
庁
長
官
、
武
村
内
閣
官
房
長
官
、
中
西
防
衛
庁
長
官
、
弥
富
人
事
院
総
裁
及
び
政

　
府
委
員
に
対
し
質
疑
を
行
っ
た
後
、
い
ず
れ
も
可
決
し
た
。

閣
法
第
七
号

賛
成
会
派

自
、
社
、
公
、
新
連
、
民
、
共
、
新
生

反
対
会
派

な
　
し

欠
席
会
派

無

閣
法
第
八
号

賛
成
会
派

自
、
社
、
公
、
新
連
、
民
、
共
、
新
生

反
対
会
派

な
　
し

欠
席
会
派

無

閣
法
第
一
〇
号

賛
成
会
派

自
、
社
、
公
、
新
連
、
民
、
共
、
新
生

反
対
会
派

な
　
し



欠
席
会
派

無

閣
法
第
一
一
号

賛
成
会
派

自
、
社
、
公
、
新
連
、
民
、
新
生

反
対
会
派

共

欠
席
会
派

無

閣
法
第
一
二
号

賛
成
会
派

自
、
社
、
公
、
新
連
、
民
、
新
生

反
対
会
派

共

欠
席
会
派

無

４

平
成
５
年
1
1
月
９
日

（
火
）

臨
時
行
政
改
革
推
進
審
議
会
の
「
最
終
答
申
」
に
つ
い
て
石
田
総
務
庁
長
官
か
ら
説
明
を
聴
い
た
後
、
防
衛
庁
市

ケ
谷
台
一
号
館
の
保
存
問
題
に
関
す
る
件
等
に
つ
い
て
中
西
防
衛
庁
長
官
、
武
村
内
閣
官
房
長
官
、
石
田
総
務
庁

長
官
及
び
政
府
委
員
に
対
し
質
疑
を
行
っ
た
。

平
成
５
年
1
2
月
1
5
日

（
水
）

都
合
に
よ
り
取
り
や
め
と
な
っ
た
。

５

平
成
６
年
１
月
2
7
日

（
木
）

請
願
第
五
号
外
四
二
件
は
、
採
択
す
べ
き
も
の
に
し
て
、
内
閣
に
送
付
す
る
を
要
す
る
も
の
と
審
査
決
定
し
、
第

四
八
号
外
五
〇
件
を
審
査
し
た
。
　



○
内
閣
提
出
法
律
案
（
五
件
）

番号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

先議院

提
出
月
　
日

参
　
　
議
　
　
院

衆
　
　
議
　
　
院

備
　
　
　
考

委
員
会

付
託

委
員
会

議
決

本
会
議

議
決

委
員
会

付
託

委
員
会

議
決

本
会
議

議
決

７

行
政
手
続
法
案

衆

五
、九

、
二
七

五
、
一
〇
、
二
二

（
予
）

五
、一
一
、
四

可
　
決

五
、
一
一
、
　
五

可
　
決

五
、

九
、
二
七

五
、一
〇
、
二
一

可
　
決

五
、
一
〇
、
二
六

可
　
決

８

行
政
手
続
法
の
施
行
に
伴
う
関
係

法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案

"

九
、
二
七

一
〇
、
二
二

（
予
）

一
一
、
四

可
　
決

一
一
、
　
五

可
　
決

九
、
二
七

一
〇
、
二
一

可
　
決

一
〇
、
二
六

可
　
決

1
0

　

一
般
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案

"

一
〇
、
二
六

一
〇
、
二
六

　
　
（
予
）

一
一
、
四

可
　
決

一
一
、
　
五

可
　
決

一
〇
、
二
六

一
〇
、
二
八

可
　
決

一
〇
、
二
八

可
　
決

1
1

　

特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

"

一
〇
、
二
六

一
〇
、
二
六

（
予
）

一
一
、
　
四

可
　
決

一
一
、
　
五

可
　
決

一
〇
、
二
六

一
〇
、
二
八

可
　
決

一
〇
、
二
八

可
　
決

1
2

　

防
衛
庁
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す

る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案

"

一
〇
、
二
六

一
〇
、
二
六

　
　
（
予
）

一
一
、
　
四

可
　
決

一
一
、
　
五

可
　
決

一
〇
、
二
六

一
〇
、
二
八

可
　
決

一
〇
、
二
八

可
　
決



行
政
手
続
法
案
（
閣
法
第
七
号
）

要
旨

　
本
法
律
案
は
、
行
政
庁
の
処
分
、
行
政
指
導
及
び
届
出
に
関
す
る
手
続
に

関
し
、
共
通
す
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
政
運
営
に
お
け
る
公

正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上
を
図
り
、
も
っ
て
国
民
の
権
利
利
益
の
保
護
に

資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お

り
で
あ
る
。

一
、
申
請
に
対
す
る
処
分
に
つ
い
て
、
そ
の
迅
速
か
つ
透
明
な
処
理
を
確
保

　
す
る
観
点
か
ら
、
必
要
な
規
定
を
次
の
よ
う
に
整
備
す
る
。

　
1
　
申
請
の
処
理
に
通
常
要
す
べ
き
標
準
的
な
期
間
を
定
め
る
よ
う
努

　
　
め
、
こ
れ
を
定
め
た
と
き
は
公
に
す
る
。

　
２
　
申
請
が
到
達
し
た
と
き
は
遅
滞
な
く
審
査
を
開
始
し
、
形
式
上
不
適

　
　
合
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
速
や
か
に
応
答
す
る
。

　
３
　
申
請
に
関
す
る
審
査
基
準
を
定
め
、
こ
れ
を
原
則
と
し
て
公
表
す
る

　
　
と
と
も
に
、
申
請
に
よ
り
求
め
ら
れ
た
許
認
可
等
を
拒
否
す
る
場
合
に

　
　
は
そ
の
理
由
を
示
す
。

　
４
　
第
三
者
の
利
害
を
考
慮
す
べ
き
こ
と
が
許
認
可
等
の
要
件
と
さ
れ
て

　
　
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
公
聴
会
開
催
等
に
よ
り
当
該
第
三
者
の
意
見
を

　
　
聴
く
よ
う
努
め
る
。

二
、
不
利
益
処
分
に
つ
い
て
、
行
政
運
営
に
お
け
る
公
正
の
確
保
を
図
る
と

　
と
も
に
、
処
分
の
相
手
方
の
権
利
利
益
の
保
護
を
図
る
観
点
か
ら
、
必
要

　
な
規
定
を
次
の
よ
う
に
整
備
す
る
。

　
1
　
不
利
益
処
分
を
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
相
手
方
に
意
見
陳
述
の

　
　
機
会
を
与
え
る
た
め
、
あ
ら
か
じ
め
通
知
す
る
。

　
２
　
許
認
可
の
取
消
等
の
処
分
に
つ
い
て
は
聴
聞
手
続
、
そ
の
他
の
不
利

　
　
益
処
分
に
つ
い
て
は
弁
明
の
機
会
の
付
与
の
手
続
を
執
る
こ
と
と
し
、

　
　
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
所
要
の
規
定
を
整
備
す
る
。

　
３
　
不
利
益
処
分
を
す
る
か
ど
う
か
の
判
断
基
準
を
定
め
、
公
に
し
て
お

　
　
く
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
不
利
益
処
分
を
す
る
際
に
は
、
そ
の
名
あ

　
　
て
人
に
対
し
、
原
則
と
し
て
、
そ
の
理
由
を
示
す
。

三
、
行
政
指
導
に
つ
い
て
、
そ
の
透
明
性
及
び
明
確
性
を
確
保
す
る
観
点
か

　
ら
、
必
要
な
規
定
を
次
の
よ
う
に
整
備
す
る
。

　
１
　
行
政
指
導
は
所
掌
事
務
の
範
囲
を
超
え
て
行
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と

　
　
及
び
行
政
指
導
の
内
容
は
相
手
方
の
任
意
の
協
力
に
よ
っ
て
の
み
実
現

　
　
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
２
　
申
請
に
関
連
す
る
行
政
指
導
や
許
認
可
権
限
を
背
景
に
行
わ
れ
る
行

　
　
政
指
導
に
つ
い
て
、
こ
れ
に
携
わ
る
者
の
責
務
に
つ
い
て
規
定
す
る
。

　
３
　
行
政
指
導
を
す
る
と
き
に
は
、
相
手
方
に
そ
の
趣
旨
、
内
容
及
び
責

　
　
任
者
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
相
手
方
か
ら
の
求
め
が
あ
れ
ば
、

　
　
原
則
と
し
て
、
こ
れ
ら
を
記
載
し
た
書
面
を
交
付
す
る
。

　
４
　
複
数
の
者
に
対
し
て
行
政
指
導
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か



　
　
じ
め
、
事
案
に
応
じ
指
針
を
定
め
、
原
則
と
し
て
こ
れ
を
公
表
す
る
。

四
、
行
政
は
極
め
て
多
岐
に
わ
た
る
も
の
で
あ
る
た
め
、
本
法
案
の
規
定
を

　
す
べ
て
の
分
野
に
一
律
に
適
用
す
る
こ
と
は
適
当
で
な
い
こ
と
か
ら
、
一

　
定
の
も
の
に
つ
い
て
適
用
除
外
措
置
を
次
の
よ
う
に
講
ず
る
。

　
　
行
政
分
野
の
特
殊
性
に
応
じ
た
独
自
の
手
続
体
系
を
有
し
て
い
る

　
の
、
あ
る
い
は
行
政
庁
と
の
間
で
特
別
な
規
律
に
基
づ
く
関
係
に
あ
る
者

　
や
、
特
殊
法
人
な
ど
の
特
別
な
地
位
を
有
す
る
法
人
に
対
し
て
行
わ
れ
る

　
処
分
な
ど
行
政
手
続
法
案
の
規
定
を
適
用
す
る
こ
と
が
適
当
で
な
い
も
の

　
に
つ
い
て
、
本
法
律
案
の
対
象
か
ら
除
外
す
る
。

五
、
処
分
、
申
請
、
不
利
益
処
分
、
行
政
指
導
等
の
定
義
、
届
出
、
地
方
公

　
共
団
体
の
措
置
、
経
過
措
置
等
に
つ
い
て
、
所
要
の
規
定
を
設
け
る
。

六
、
本
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
起
算
し
て
一
年
を
超
え
な
い
範
囲
内
に
お

　
い
て
政
令
で
定
め
る
日
か
ら
施
行
す
る
。

委
員
長
報
告

　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
五
法
案
に
つ
き
ま
し
て
御
報
告
申
し
上
げ

ま
す
。

　
ま
ず
、
行
政
手
続
関
係
二
法
案
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　
行
政
手
続
法
案
は
、
行
政
庁
の
処
分
、
行
政
指
導
及
び
届
け
出
に
関
す
る

手
続
に
関
し
、
共
通
す
る
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
行
政
運
営
に
お

け
る
公
正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上
を
図
り
、
も
っ
て
国
民
の
権
利
利
益
の

保
護
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
第
一
に
、
申
請

に
対
す
る
処
分
に
関
し
て
、
審
査
基
準
及
び
標
準
処
理
期
間
の
設
定
・
公

表
、
申
請
に
対
す
る
審
査
及
び
応
答
、
拒
否
処
分
の
理
由
提
示
、
公
聴
会
の

開
催
等
に
つ
い
て
定
め
て
お
り
ま
す
。

　
第
二
に
、
不
利
益
処
分
に
関
し
て
、
処
分
基
準
の
設
定
・
公
表
、
聴
聞
又

は
弁
明
機
会
の
付
与
、
不
利
益
処
分
の
理
由
の
提
示
等
に
つ
い
て
定
め
て
お

り
ま
す
。

　
第
三
に
、
行
政
指
導
に
関
し
て
、
行
政
指
導
の
一
般
原
則
の
明
示
、
行
政

指
導
を
行
う
者
の
責
務
、
行
政
指
導
の
趣
旨
、
内
容
、
責
任
者
の
明
示
等
に

つ
い
て
定
め
て
お
り
ま
す
。

　
第
四
に
、
こ
れ
ら
の
手
続
に
関
し
、
一
定
の
も
の
に
つ
い
て
の
適
用
除
外

措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
す
る
ほ
か
、
届
け
出
、
地
方
公
共
団
体
の
行
政
手
続

等
に
関
し
て
必
要
な
規
定
を
整
備
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
行
政
手
続
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案

は
、
行
政
手
続
法
が
行
政
庁
が
処
分
を
行
お
う
と
す
る
場
合
の
手
続
に
関
す

る
一
般
法
と
し
て
施
行
さ
れ
る
の
に
伴
い
ま
し
て
、
関
係
法
律
三
百
六
十
件

に
つ
い
て
必
要
な
規
定
の
整
備
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
し
て
、
本

法
の
区
分
に
よ
れ
ば
弁
明
に
よ
る
こ
と
と
な
る
不
利
益
処
分
に
聴
聞
を
認
め

る
特
例
、
行
政
手
続
法
の
規
定
と
重
複
す
る
手
続
規
定
の
削
除
、
関
係
法
律

に
規
定
さ
れ
て
い
る
聴
聞
等
の
名
称
の
整
理
、
行
政
手
続
法
に
定
め
る
規
定

の
適
用
除
外
等
に
関
し
て
必
要
な
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま



す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
両
案
を
一
括
し
て
議
題
と
し
、
規
制
緩
和
と

行
政
手
続
法
の
関
係
、
適
用
除
外
の
理
由
、
命
令
制
定
手
続
及
び
計
画
策
定

手
続
の
整
備
問
題
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
、
ま
た
、
参
考
人
か
ら
意
見

を
聴
取
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ
て
御
承
知
願
い
ま

す
。
　
質
疑
を
終
わ
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
行
政
手
続
法
整
備
法
案
に
対
し
、
日
本

共
産
党
の
聽
濤
委
員
よ
り
、
国
税
通
則
法
及
び
地
方
税
法
に
係
る
申
請
に
対

す
る
処
分
、
不
利
益
処
分
及
び
行
政
指
導
に
関
す
る
一
定
の
手
続
の
適
用
除

外
規
定
を
削
除
す
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
順
次
採
決
の
結
果
、
行
政
手
続
法
案
は
全
会
一
致
を
も
っ
て
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、
ま
た
、
行
政
手
続
法
整
備
法
案

は
、
聽
濤
委
員
提
出
の
修
正
案
を
否
決
し
た
後
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
原
案

ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
次
に
給
与
関
係
三
法
案
に
つ
い
て
御
説
明
申
し
上
げ
ま
す
。

　
ま
ず
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
は
、
本
年
八
月
の
給
与
に
つ
い
て
の
人
事
院
勧
告
を
完
全
実
施
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
内
容
は
、
一
般
職
の
職
員
の
俸
給
月
額
、
初
任
給
調
整
手
当
、
扶
養

手
当
、
住
居
手
当
、
単
身
赴
任
手
当
及
び
期
末
手
当
の
額
の
改
定
を
行
う
と

と
も
に
、
超
過
勤
務
手
当
及
び
休
日
給
の
支
給
割
合
を
一
定
の
範
囲
内
で
人

事
院
規
則
で
定
め
る
割
合
と
す
る
こ
と
等
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
　
次
に
、
特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

案
は
、
一
般
職
の
職
員
の
給
与
改
定
に
併
せ
て
特
別
職
の
職
員
の
給
与
の
額

の
改
定
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
防
衛
庁
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案
は
、
一
般
職
の
職
員
の
例
に
準
じ
て
防
衛
庁
職
員
の
俸
給
月
額
等
を
改

定
す
る
と
と
も
に
、
自
衛
官
俸
給
表
の
将
の
欄
又
は
将
補
（
一
）
の
欄
の
適
用
を

受
け
る
自
衛
官
以
外
の
自
衛
官
に
係
る
調
整
手
当
の
支
給
割
合
を
改
め
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
三
法
案
を
一
括
し
て
議
題
と
し
、
公
務
員
給

与
早
期
改
善
の
意
義
、
扶
養
手
当
等
諸
手
当
の
改
善
、
期
末
手
当
の
引
下
げ

問
題
等
に
つ
い
て
質
疑
が
行
わ
れ
ま
し
た
が
、
そ
の
詳
細
は
会
議
録
に
よ
っ

て
御
承
知
願
い
ま
す
。

　
質
疑
を
終
わ
り
ま
し
た
と
こ
ろ
、
一
般
職
職
員
給
与
法
改
正
案
に
対
し
、

日
本
共
産
党
の
聽
濤
委
員
よ
り
、
期
末
手
当
の
支
給
割
合
の
引
下
げ
に
関
す

る
規
定
を
削
除
す
る
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
修
正
案
は
予
算
を
伴
う
も
の
で
あ
り
ま
す
の
で
、
内
閣
の
意
見
を
聴
取

い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
石
田
総
務
庁
長
官
よ
り
、
政
府
と
し
て
は
反
対
で

あ
る
旨
の
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

　
次
い
で
、
順
次
採
決
の
結
果
、
一
般
職
職
員
給
与
法
改
正
案
は
、
聽
濤
委



員
提
出
の
修
正
案
を
否
決
し
た
後
、
全
会
一
致
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決

す
べ
き
も
の
と
決
定
し
、
ま
た
、
特
別
職
職
員
給
与
法
改
正
案
及
び
防
衛
庁

職
員
給
与
法
改
正
案
は
い
ず
れ
も
多
数
を
も
っ
て
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　
行
政
手
続
法
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
に
関
す
る
法
律
案
（
閣

　
法
第
八
号
）

要
旨

　
本
法
律
案
は
、
行
政
手
続
法
の
施
行
に
伴
い
関
係
法
律
の
規
定
を
整
備
す

る
も
の
で
、
そ
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
行
政
手
続
法
の
施
行
に
伴
い
必
要
と
な
る
規
定
整
理

　
１
　
行
政
手
続
法
第
十
三
条
第
一
項
に
定
め
る
区
分
に
よ
れ
ば
弁
明
の
機

　
　
会
の
付
与
の
手
続
を
執
る
こ
と
と
な
る
不
利
益
処
分
の
う
ち
、
こ
れ
に

　
　
代
え
て
聴
聞
手
続
を
執
る
こ
と
と
す
る
も
の
に
つ
い
て
所
要
の
規
定
を

　
　
整
備
す
る
。

　
２
　
行
政
手
続
法
の
規
定
と
重
複
す
る
手
続
規
定
を
削
除
し
、
同
法
の
特

　
　
例
と
な
る
手
続
規
定
を
必
要
な
修
正
を
行
っ
た
上
で
存
置
す
る
等
、
所

　
　
要
の
規
定
の
整
理
を
行
う
。

　
３
　
行
政
手
続
法
に
規
定
す
る
聴
聞
手
続
が
適
用
さ
れ
な
い
処
分
そ
の
他

　
　
の
行
為
に
係
る
意
見
聴
取
の
た
め
の
制
度
に
つ
い
て
関
係
法
律
で
使
用

　
　
さ
れ
て
い
る
「
聴
聞
」
等
の
名
称
の
整
理
を
行
う
。

二
、
行
政
手
続
法
に
定
め
る
規
定
の
適
用
除
外
措
置

　
１
　
申
請
に
対
す
る
処
分
、
不
利
益
処
分
及
び
行
政
指
導
の
規
定
の
適
用

　
　
除
外
（
十
七
法
律
）

　
　
　
犯
罪
者
予
防
更
生
法
、
私
的
独
占
の
禁
止
及
び
公
正
取
引
の
確
保
に

　
　
関
す
る
法
律
及
び
国
税
通
則
法
等
十
七
法
律
の
一
部
改
正
を
行
う
。

　
２
　
申
請
に
対
す
る
処
分
及
び
不
利
益
処
分
の
規
定
の
適
用
除
外
（
六
十

　
　
三
法
律
）

　
　
　
労
働
保
険
の
保
険
料
の
徴
収
等
に
関
す
る
法
律
、
特
許
法
及
び
補
助

　
　
金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
等
六
十
三
法
律
の

　
　
一
部
改
正
を
行
う
。

　
３
　
不
利
益
処
分
の
規
定
（
処
分
の
基
準
及
び
不
利
益
処
分
の
理
由
の
提

　
　
示
の
規
定
を
除
く
。
）
の
適
用
除
外
（
四
十
三
法
律
）

　
　
　
児
童
福
祉
法
、
農
住
組
合
法
及
び
獣
医
師
法
等
四
十
三
法
律
の
一
部

　
　
改
正
を
行
う
。

三
、
諮
問
等
が
さ
れ
た
不
利
益
処
分
に
関
す
る
経
過
措
置
等
所
要
の
経
過
措

　
置
を
規
定
す
る
。

四
、
本
法
律
は
、
行
政
手
続
法
の
施
行
の
日
か
ら
施
行
す
る
。



委
員
長
報
告

五
二
ペ
ー
ジ
参
照

一
般
職
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

（
閣
法
第
一
〇
号
）

要
旨

　
本
法
律
案
は
、
人
事
院
の
国
会
及
び
内
閣
に
対
す
る
平
成
五
年
八
月
三
日

付
け
の
給
与
改
定
に
関
す
る
勧
告
に
か
ん
が
み
、
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の

給
与
に
つ
い
て
、
人
事
院
勧
告
ど
お
り
の
改
定
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
そ
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
全
俸
給
表
の
全
俸
給
月
額
を
引
き
上
げ
る
。
（
平
均
引
上
額
六
千
百
三

　
十
七
円
）

二
、
医
師
及
び
歯
科
医
師
に
対
す
る
初
任
給
調
整
手
当
の
支
給
月
額
の
限
度

　
額
を
二
十
九
万
四
千
円
（
現
行
二
十
八
万
五
千
円
）
に
引
き
上
げ
る
。

三
、
扶
養
手
当
に
つ
い
て
、
配
偶
者
以
外
の
扶
養
親
族
に
係
る
支
給
月
額
を

　
三
人
目
か
ら
一
人
に
つ
き
二
千
円
（
現
行
千
円
）
に
引
き
上
げ
る
と
と
も

　
に
、
満
十
五
歳
に
達
す
る
日
後
の
最
初
の
四
月
一
日
か
ら
満
二
十
二
歳
に

　
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
三
月
三
十
一
日
ま
で
の
間
に
あ
る
扶
養
親
族
た

　
る
子
が
い
る
場
合
に
は
、
千
円
に
当
該
扶
養
親
族
た
る
子
の
数
を
乗
じ
て

　
得
た
額
を
加
算
し
た
額
を
支
給
月
額
と
す
る
。

四
、
借
家
等
居
住
者
に
対
す
る
住
居
手
当
の
二
分
の
一
加
算
限
度
額
を
引
き

　
上
げ
る
。
（
最
高
支
給
限
度
額
月
二
万
七
千
円
（
現
行
二
万
六
千
円
）
）

五
、
単
身
赴
任
手
当
に
つ
い
て
、
職
員
の
住
居
と
配
偶
者
の
住
居
と
の
間
の

　
交
通
距
離
の
区
分
に
応
じ
て
支
給
す
る
加
算
額
の
限
度
額
を
月
額
二
万
九

　
千
円
（
現
行
一
万
八
千
円
）
に
引
き
上
げ
る
。

六
、
超
過
勤
務
手
当
及
び
休
日
給
の
支
給
割
合
を
、
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
百
二

　
十
五
か
ら
百
分
の
百
五
十
ま
で
の
範
囲
内
で
人
事
院
規
則
で
定
め
る
割
合

　
　
（
現
行
そ
れ
ぞ
れ
百
分
の
百
二
十
五
）
と
す
る
。

七
、
期
末
手
当
の
支
給
割
合
を
、
三
月
期
は
百
分
の
五
十
（
現
行
百
分
の
五

　
十
五
）
、
十
二
月
期
は
百
分
の
二
百
（
現
行
百
分
の
二
百
十
）
に
そ
れ
ぞ

　
れ
引
き
下
げ
る
。

八
、
非
常
勤
の
委
員
、
顧
問
、
参
与
等
に
支
給
す
る
手
当
の
限
度
額
を
日
額

　
三
万
七
千
五
百
円
（
現
行
三
万
六
千
八
百
円
）
に
引
き
上
げ
る
。

九
、
本
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
五
年
四
月
一
日
か
ら
適
用

　
す
る
。
た
だ
し
、
超
過
勤
務
手
当
及
び
休
日
給
に
関
す
る
改
正
規
定
は
平

　
成
六
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

委
員
長
報
告

五
二
ペ
ー
ジ
参
照



特
別
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

　
（
閣
法
第
一
一
号
）

　
要
旨

　
本
法
律
案
は
、
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
伴
い
、
特
別
職
の

職
員
の
給
与
の
額
の
改
定
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
内
閣
総
理
大
臣
、
国
務
大
臣
、
内
閣
法
制
局
長
官
、
政
務
次
官
そ
の
他

　
の
俸
給
月
額
を
引
き
上
げ
る
。

二
、
大
使
及
び
公
使
の
俸
給
月
額
を
引
き
上
げ
る
。

三
、
秘
書
官
の
俸
給
月
額
を
引
き
上
げ
る
。

四
、
委
員
会
の
常
勤
委
員
及
び
非
常
勤
委
員
の
日
額
手
当
の
支
給
限
度
額
を

　
引
き
上
げ
る
。

五
、
本
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
五
年
四
月
一
日
か
ら
適
用

　
す
る
。

委
員
長
報
告

五
二
ペ
ー
ジ
参
照

防
衛
庁
の
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

　
（
閣
法
第
一
二
号
）

要
旨

　
本
法
律
案
は
、
一
般
職
の
国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ
て
、
防
衛
庁

職
員
の
俸
給
月
額
等
を
改
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
主
な
内

容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

一
、
参
事
官
等
俸
給
表
の
俸
給
月
額
及
び
自
衛
官
俸
給
表
の
俸
給
月
額
を
一

　
般
職
の
国
家
公
務
員
の
例
に
準
じ
て
引
き
上
げ
る
。

二
、
防
衛
大
学
校
及
び
防
衛
医
科
大
学
校
の
学
生
に
支
給
す
る
学
生
手
当
の

　
月
額
を
十
万
千
二
百
円
（
現
行
九
万
八
千
二
百
円
）
に
引
き
上
げ
る
。

三
、
自
衛
官
俸
給
表
の
陸
将
、
海
将
及
び
空
将
の
欄
又
は
陸
将
補
、
海
将
補

　
及
び
空
将
補
の
（
一
）
欄
の
適
用
を
受
け
る
自
衛
官
以
外
の
自
衛
官
に
係
る
調

　
整
手
当
の
支
給
割
合
を
改
定
す
る
。

四
、
本
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
、
平
成
五
年
四
月
一
日
か
ら
適
用

　
す
る
。
た
だ
し
、
自
衛
官
俸
給
表
の
改
正
規
定
（
一
等
陸
士
、
一
等
海
士

　
及
び
一
等
空
士
の
欄
並
び
に
二
等
陸
士
、
二
等
海
士
及
び
二
等
空
士
の
欄

　
に
新
設
さ
れ
た
号
俸
の
部
分
に
限
る
。
）
等
の
規
定
は
、
平
成
六
年
四
月

　
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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